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あじさい「きらきら星」の 
ブランド化に向けた高品質生産技術 

ギフト用商材として品質の高い鉢物用あじさ

いの生産を考えるうえで、花の大きさや輪数に

加え、鉢と株のバランスが重要です。そのため、

開花株の高さが 40cm 程度であることが求めら

れます。 

当場で育成した「きらきら星」は、八重咲き、

覆輪などの既存のアジサイ品種にない特徴を持

つ一方、節間が伸長しやすい特性があります。

そのため、ブランド化に向け品質を高めるには、

株の高さを抑える草姿コントロール技術が必要

です。そこで、育苗時の側枝伸長抑制技術およ

びわい化剤を使用した開花枝の節間伸長抑制技

術について検討しました。 

その結果、育苗時の最終摘心時期を一般的な

栽培品種より２週間程度遅い８月下旬とするこ

とで、側枝長を４cm 程度に抑えることができま

した（写真１）。さらに、定植 15 日後と 30 日

後の２回、わい化処理としてダミノジッド剤を

各 4,000～8,000ppm の濃度で茎葉散布すること

で、開花時の株の高さを 40 ㎝程度に抑制するこ

とができました（表）。 

この草姿コントロール技術と青系、赤系色を

安定的に発色させる培養土および施肥管理技術

を組み合わせることで、市場性の高い「きらき

ら星」の生産が可能になります（写真２）。今

後、ブランド化に向けた栽培技術として生産現

場への普及を図っていきます。 

（花き研究室） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

処理濃度 株の高さ 

1 回目 2 回目  (cm) 

無処理

無処理 45.4 

4000ppm 42.9 

8000ppm 43.0 

4000ppm

無処理 44.9 

4000ppm 40.0 

8000ppm 42.7 

8000ppm

無処理 42.8 

4000ppm 39.7 

8000ppm 40.6 
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研究成果  

写真１ 育苗時の摘心時期の違いによる開花株の草姿 

注）左から摘心日が 8 月 11 日、8 月 21 日、8 月 31 日 

写真２「きらきら星」の青系色と赤系色 

表 わい化剤処理と開花株の品質 

注 1)わい化剤はダミノジッド剤を使用。 

注 2)茎葉散布処理は１回目が定植 15 日後、２回目が 30 日後に実施 
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夏秋どりいちごのつぼみ・花・果実は 

イチゴ炭疽病を発病しやすい！ 
イチゴ炭疽病はかび（糸状菌）を病原とする

重要病害の一つで、高温期に発病しやすい病害

です。夏秋どりいちごでは、開花・収穫期が夏

季にあたり、イチゴ炭疽病による花枯症状や実

腐症状が散見されます。 
そこで、つぼみから収穫に至るまでのイチゴ

炭疽病の発病程度を明らかにするため、つぼ

み・花・果実を６段階に分けてイチゴ炭疽病を

接種し、発病率を調査しました。 
その結果、発病率はいずれのステージでも

70％以上と高いことが明らかになりました

（図）。特に、開花期と赤熟期は発病率が 100％
となりました。以上の結果より、夏秋どりいち

ごのつぼみ・花・果実はイチゴ炭疽病を発病し

やすいことが分かりました。 
今後は株元かん水等の育苗管理による防除効

果を検討します。     （病理昆虫研究室） 
 

 
  

にらの新たな DNA マーカーを作りました 
当研究室では、農業試験場で保有するにら遺

伝資源について、新品種開発のための有効な交

配組合せを探索するため、DNA マーカーで類縁

関係（遺伝的な遠近）を調査する予定です。そ

こで、信頼性が高く、様々な用途に利用できる

新たな DNA マーカーを作りました。 
これまでに蓄積した約 5000 種類のにら遺伝

子の塩基配列情報から、10 個の SSR マーカー

（注）を作ることができました。図はにら SSR
マーカーの検出例で、①～⑥のピークの有無に

より、5 品種・系統が識別できます。 
今後は、にら遺伝資源の類縁関係を調査する

とともに、交雑検定や品種識別等、幅広く利用

していきます。     （生物工学研究室） 

 
 

 

ウイルス病防除研究会開催 
６月６日、７日に第 10 回ウイルス病防除研究会

が宇都宮大学を中心に開催されました。全国の大

学、独立行政法人、地方農業試験場、種苗メーカ

ー等から、農作物のウイルス病研究者、約 90 名が

集まりました。６日のセミナーと情報交換会、７

日の現地検討会を通して、活発な情報交換が行わ

れました。        （病理昆虫研究室） 

成果の速報  

研究成果  

図 各ステージにおけるイチゴ炭疽病発病率（接種 14日後）

トピックス      
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図 にら SSR マーカーの検出例 

注）DNA マーカーの一種。SSR は、単純な塩基（例えば AT や ACG 等）の繰り返し配列のこと。
品種によって繰り返しの回数が異なるため、DNA マーカーとして利用できる。 
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いちごスカイベリーの 

空中採苗における子苗増殖法 
スカイベリーの子苗増殖法について、空中採

苗における親株への給液濃度と採苗時の葉齢が

苗質や収量に与える影響を検討しました。親株

への給液濃度を EC0.6dS/m で管理すると

EC1.0dS/m で管理した場合に比べ、総採苗本数

は 20％程度減少しました（表１）。また、採苗

時の葉齢が４枚以上の子苗は、不時出蕾を起こ

しやすいことが明らかになりました。親株への

給液濃度や採苗時の葉齢と可販果収量との関係

に一定の傾向は認められませんでした（表２）。 
以上の結果から、スカイベリーの空中採苗で

は葉齢２枚～３枚の子苗を中心に採苗すること

が望ましく、これらの苗を確保するためには親

株床での施肥不足に注意が必要であると考えら

れました。   （いちご研究所 開発研究室）  
 

 
 
 

 
 

水
す い

浸
し ん

裂
れ っ

傷
しょう

粒
りゅう

の発生原因を探ります 
水浸裂傷粒を知っていますか？ 
精白したお米を水に 20 分程度浸すと、米粒の

片側中央に亀裂が生じる粒のことを指し、ひび

割れ粒ともいわれます。この水浸裂傷粒は水に

つけて初めて発生が確認できるため、玄米の段

階で確認できる胴割粒とは異なります。しかし、

炊飯すると水浸裂傷粒も胴割粒と同様に砕けや

すく、食べるとモソモソした感じになります。

また、お米を水に浸している間に米粒の中にあ

るデンプンが溶け出し、炊飯中の対流を阻害す

るため、炊きムラが生じることもあります。 

そこで、気

象条件や栽培

法から発生原

因を探り、少

なくする技術

を見つけてい

きます。 
（水稲研究

室）

 
蓄熱式栽培環境制御システム利用による高生産・ 
省エネ栽培技術の開発（熱プロ）が始まります 

本県の恵ま

れた冬期の日

照を有効活用

する蓄熱式栽

培環境制御シ

ステムを利用

したトマト・い

ちごの省エネ栽培技術の確立に取り組んでいま

す。これまで、このシステムの性能向上や作物

の栽培特性把握に努めてきました。今年度から

は、さらに生産性や省エネ効果の高い技術開発

に取り組むため、独法等の研究機関と連携しな

がら技術確立を目指します。 

 

（野菜研究室・いちご研究所） 

成果の速報  

試験の紹介  

表２ 不時出蕾株率と可販果収量 

注１ ９月24日本ぽ定植のポット育苗作型。収穫は４月末まで。
２ EC0.6＋５～６枚区以外は、非不時出蕾株のみを定植。 

図 余剰熱を蓄える蓄熱水槽 

亀裂 

写真 水浸裂傷粒 

表１ 親株１株当たりの葉齢別採苗本数 

注 4 月 16 日親株定植。栽培システムは栃木農試方式。

５～６枚 ４枚 ３枚 ２枚 １枚

ＥＣ０．６  2.2  6.3  5.4   8.0  8.3  30.2
ＥＣ１．０  0.8  7.2  9.0  10.6  8.2  35.8

親株

給液濃度

葉齢別採苗本数（本／株） 総採苗本数

（本／株）

５～６枚 ４枚 ３枚 ２枚 ５～６枚 ４枚 ３枚 ２枚

ＥＣ０．６ 95.5 29.2 4.2 0.0 706 781 769 757
ＥＣ１．０ - 41.7 4.2 0.0 - 780 719 730

可販果収量（ｇ／株）親株

給液濃度

育苗期の不時出蕾株率（％）

写真 子苗の発生状況 
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技術支援プログラムで「アスカゴールデン」の刈取指導を実施 

ビール大麦新品種「アスカゴールデン」の普
及を支援するため、5 月 17 日佐野市、24 日さく
ら市、29 日小山市、30 日上三川町で、経営技術
課、農業振興事務所、生産団体と共同で刈取指
導会を行いました（写真）。播種前、出穂期に
引き続いての開催で、農家の関心も高いものと
なりました。この後は、各ほ場での収量や品質
データを参考に、次年度に向けた検討会を行う
予定です。         （麦類研究室） 
 
● 技術支援プログラムの実施状況（６月） 

日 課    題    名 振興事務所名 研究室等名 

４ スカイベリーの栽培技術の確立 上都賀 いちご研究所 

５ トマトの省エネ・炭酸ガス施用技術 下都賀 野菜 

５ なしの根圏制御栽培技術の確立 河内、下都賀、塩谷・南那須、那須、安足 果樹 

５ ぶどうの根圏制御栽培技術の確立 河内、下都賀、塩谷・南那須、那須、安足 〃 

１４ にら新系統の現地適応性の確認 上都賀 野菜 

１８ なつおとめの栽培技術の確立 河内 いちご研究所 

１９ スカイベリーの栽培技術の確立 河内 〃

● 主な来場者（６月） 

日 来場者 人数 目的・用件等 研究室等名 

３ 宇都宮市立陽光小学校教員 １ 水稲の品種育成について 水稲 

４ 高知県庁 ３ トマト、ニラの試験研究について 野菜 

４ 宇都宮大学農学部 １ ウイルス病防除研究会準備 病理昆虫 

５ 宇都宮大学農学部 １ フローサイトメーター使用に関する打合せ 生物工学 

６ 栃木県女性農業士会 ２１ 試験研究の概要 いちご研究所

７ 畑の学校 ３５ 試験研究の概要、放射性物質測定について 研究開発部

１０ 全農とちぎ営農経済支援部 ６ ネダニ防除実用化打合せ 病理昆虫 

１１ 中央農研 ２ 競争的資金打合せ 〃 

１２ 宇都宮白楊高校 ７ 果樹関係試験研究について 果樹 

１２ 全農とちぎ関東営業所 ３ いちごの研究状況と関連施設について いちご研究所

１７ 宇都宮市立瑞穂台小学校 5 年生 ６５ 水稲、花きの品種育成について 水稲、花き 

１８ 宇都宮大学農学部 3年生 ３０ 試験研究について 生物工学

１９ 大分県庁 ２ ニラの試験研究について 野菜 

２１ 栃木県洋蘭生産組合 ３０ 全体会および勉強会 花き 

２５ 熊本県庁 ２ 環境制御に関する研究について 野菜 

２５ 高根沢町ブドウ組合 １０ ぶどう「シャインマスカット」栽培技術 果樹 

２５ 栃木市立国府北小学校３年生 ４５ いちご研究所の仕事及び施設見学 いちご研究所

２５ ＪＡしおのや水稲種子生産部会 １５ 種子生産研修会 原種農場

２６ ＪＡしおのや管内新規就農者 ９ 野菜、花き試験研究について 野菜、花き 

２６ ＪＡしおのや管内新規就農者 ９ 新規参入マニュアル、いちご試験研究の概要 いちご研究所

２７ 県内きく生産者、関係機関団体 １５ 花き試験研究セミナー（きく） 花き 

２８ 宇都宮梨組合 ３０ なしの生育、試験研究の状況について 果樹 

２８ 県内りんどう生産者、関係機関団体 ３２ 花き試験研究セミナー（りんどう） 花き 

● 報道関係（６月） 

日 件 名 報道機関 研究室等名 

４ とちおとめ後の品種開発とスカイベリーの育成 ＮＨＫＢＳ1 いちご研究所 

６ 冬春どりトマト特集「相対湿度は光合成に影響」 日本農業新聞 野菜 

９ イチゴ加工用データ収集 日本農業新聞 いちご研究所 

１４ 加工イチゴも王国に 毎日新聞 いちご研究所 

１８ 加工イチゴをもっと！仕組み作り研究 毎日新聞 いちご研究所 

● 主な会議・行事予定（７月） 

日 内 容 場 所 

１１  研究会議  農業試験場本場 

１９  運営会議    〃 
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